
ポスターセッション
１月２7日（金）

ポスターセッション（1）　9：00 〜 12：00	 ポスター会場（ヴィクトリア）

9：30 〜 10：00	 座長：村上  義孝（東邦大学医学部　社会医学講座　医療統計学分野）

1-A1
P-001

若年期の運動習慣が壮年期以降のインスリン抵抗性へ及ぼす影響
藤田  ひとみ 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

1-A1
P-002

内臓脂肪面積と赤血球膜中脂肪酸構成割合の関連における季節変動：
J－MICC Sakura Diet Study

栗木  清典 静岡県立大学　食品栄養科学部

1-A1
P-003

複合運動トレーニングと糖尿病罹患：日本人女性を対象としたコホート研究
澤田  亨 医薬基盤・健康・栄養研究所

1-A1
P-004

CD36  遺伝子多型（rs1761667、rs1527483）と生体指標および
栄養素摂取量との関連

藤井  亮輔 名古屋大学大学院医学系研究科病態解析学講座

1-A1
P-005

摂食速度とメタボリックシンドロームリスクの関連における交絡要因の検討：
JMICC 静岡・桜ヶ丘地区

烏  仁 静岡県立大学大学院薬食生命総合学府食品栄養科学専攻

1-A1
P-006

HbA1c monitoring interval for stable Diabetes patients on medication 
treatment

大出  幸子 聖路加国際大学臨床疫学センター

1-A1
P-007

血清フェリチンと糖代謝に関する指標との関連の縦断的検討
中村  幸志 北海道大学大学院医学研究科社会医学講座公衆衛生学分野

1-A1
P-008

国民健康保険受給者における健診受診の関連要因
－NIPPON DATA2010横断解析－

今村  晴彦 東邦大学

1-A1
P-009

代謝的に健康な内臓脂肪型肥満および運動の組み合わせと2型糖尿病発症との
関連に関するコホート研究

桑原  恵介 帝京大学大学院公衆衛生学研究科
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1-A1
P-010

出生体重と糖尿病、インスリン抵抗性との関連
神谷  真有美 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学

1-A1
P-011

糖尿病ハイリスクへのライフスタイルおよび投薬治療効果のネットワーク・
メタアナリシス

山岡  和枝 帝京大学大学院公衆衛生学研究科

1-A1
P-012

糖尿病リスクスコアの外的妥当性の検証（ZRF study 第７報）
長濱  さつ絵 全日本労働福祉協会

9：00 〜 10：00	 座長：関根  道和（富山大学大学院　医学薬学研究部　疫学健康政策学講座）

1-B1
P-013

日本における自閉症スペクトラム障害児の診断年齢および他の精神疾患との
関連性

倉澤  茂樹 関西福祉科学大学保健医療学部

1-B1
P-014

Supra health intervention（SHI）の試み－健やか親子21・健康日本21を超えて
澤口  聡子 国立保健医療科学院

1-B1
P-015

幼児における受動喫煙と行動問題について
和田  恵子 岐阜大・医・疫学・予防医学

1-B1
P-016

子どものワクチン未接種要因は世帯の生活困難状況によって異なるか
越智  真奈美 国立成育医療研究センター社会医学研究部

1-B1
P-017

出生登録データベースを使った薬剤疫学研究に関する文献的考察
赤沢  学 明治薬科大学

1-B1
P-018

The impact of leaving children home alone on children's dental caries
三瓶  舞紀子 国立研究開発法人国立成育医療研究センター

1-B1
P-019

川崎病の発症間隔推定（1989－1998年）
佐野  尭 自治医科大学地域医療センター公衆衛生学部門

1-B1
P-020

妊娠中の体重増加量に関する妊婦自身の意識とその影響についての検討
小川  浩平 国立成育医療研究センター産科

1-B1
P-021

幼児期における母子のスキンシップ頻度尺度の開発および、
スキンシップ頻度に影響を与える周産期要因の検討

川西  康之 同志社大学赤ちゃん学研究センター
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1-B1
P-022

妊娠糖尿病とソーシャルキャピタルの関連 －エコチル調査から－
水野  聖士 東北大学医学系研究科環境遺伝医学総合研究センター

1-B1
P-023

世田谷区の肥満児に対する父子介入プログラム（症例報告）
田中  久子 国立成育医療研究センター政策科学研究部

9：00 〜 10：00	 座長：坂田  清美（岩手医科大学　医学部　衛生学公衆衛生学講座）

1-C1
P-024

東日本大震災後の仮設住宅生活者に対する社会参加性のある運動介入と
低活動に関する予備的検討

冨士  佳弘 大阪大学医学系研究科社会医学講座公衆衛生学教室

1-C1
P-025

最低所得者層の不健康とその要因
鈴木  庄亮 NPO法人国際エコヘルス研究会

1-C1
P-026

Health-Related Practices and Health Condition and Work
Performance of Migrant Workers in Manila

Jimeno Kenneth Jim Joseph　　De La Salle University-Manila

1-C1
P-027

20歳から現在の体重増加による肥満に対する家庭環境の影響：
J－MICC Study　静岡・桜ケ丘地区

鈴木  和香子 静岡県立大学看護学部

1-C1
P-028

日本食の食品スコアが全死亡および主要死因別死亡リスクに与える影響：
JACC Study

岡田  恵美子 北海道大学大学院医学研究科社会医学講座公衆衛生学分野

1-C1
P-029

一般健常人を対象とした血管内皮機能と生活習慣に関する研究
三谷  智子 岐阜医療科学大学保健科学部

1-C1
P-030

アルコール代謝酵素関連遺伝子が喫煙開始に与える影響
正岡  寛之 愛知県がんセンター研究所遺伝子医療研究部

1-C1
P-031

東日本大震災後の沿岸部と内陸部の慢性疾患の治療中断割合の比較
中谷  直樹 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

1-C1
P-032

食・運動と健康を統合したデータベースの構築による、
データに基づいた健康増進の実現

我妻  ゆき子 筑波大学医学医療系
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1-C1
P-033

東日本大震災被災地住民における社会的孤立とその変化に影響を及ぼす要因：
the RIAS Study

佐々木  亮平 岩手医科大学　衛生学公衆衛生学講座

1-C1
P-034

体脂肪量、体脂肪分布と骨密度との関連：DOSANCO Health Study
中島  広貴 北海道大学大学院医学研究科社会医学講座公衆衛生学分野

1-C1
P-035

社会経済的要因と過体重･肥満との関連：NIPPON DATA2010
中村  富予 龍谷大学

10：00 〜 11：00	 座長：斎藤  重幸（札幌医科大学　保健医療学部）

1-A2
P-036

住民健診受診者における白血球DNAメチル化レベルと糖代謝指標値との関連
鈴木  康司 藤田保健衛生大学医療科学部臨床検査学科

1-A2
P-037

ALDH2遺伝子変異rs671は痛風発症リスクを下げる：
fine mappingによる痛風関連遺伝子の同定

棚橋  勇輝 防衛医科大学校分子生体制御学講座

1-A2
P-038

慢性腎臓病の有無別血漿中Angptl2濃度と高尿酸血症との関連
（NISSIN Project）

鵜川  重和 北海道大学公衆衛生学分野

1-A2
P-039

Drug utilisation in patients with Type 2 Diabetes Mellitus based on 
claims database in Japan

菊地  隆史 武田薬品工業株式会社

1-A2
P-040

住民健診受診者における白血球DNAメチル化率と脂質異常症との関連
坪井  良樹 藤田保健衛生大学大学院保健学研究科

1-A2
P-041

メタボリックシンドロームにおける腹囲の情報の意義
辻村  尚子 豊橋創造大学保健医療学部

1-A2
P-042

遺伝子発現ネットワーク解析に基づく、アディポサイトカインモジュールの探索
中杤  昌弘 名古屋大学医学部附属病院先端医療・臨床研究支援センター

1-A2
P-043

血中カロテノイド値と肝機能異常の出現リスクとの関連 －三ヶ日町縦断研究
杉浦  実 農業・食品産業技術総合研究機構果樹茶業研究部門
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1-A2
P-044

東日本大震災後の宮城県におけるメタボリック症候群の規定要因：
地域住民コホート

中村  智洋 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

1-A2
P-045

先延ばし傾向とヘモグロビンA<SUB>1c</SUB>の関連
成定  明彦 愛知医科大学医学部衛生学講座

1-A2
P-046

Prevalence of undiagnosed diabetes and prediabetes in Vietnam：
a hospital－based screening campaign

Vo Khoa Department of Endocrinology, People's Hospital 115

1-A2
P-047

Unhealthy life－style and cumulative social index and risk of diabetes 
and hypertension in Bangladesh

Han Su Department of Global Health Policy, University of Tokyo

10：00 〜 11：00	 座長：郡山  千早（鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　疫学・予防医学）

1-B2
P-048

アレキシサイミアが対児感情に与える影響に関する検討：エコチル愛知
小嶋  雅代 名古屋市立大学大学院医学研究科医学・医療教育学

1-B2
P-049

大都市であるA市におけるマタニティマーク使用状況の検討
石井  英子 人間環境大学看護学部

1-B2
P-050

成育コホート研究におけるアトピー性皮膚炎発症のリスク因子の直接効果と
間接効果の検討

竹内  文乃 慶應義塾大学

1-B2
P-051

小児の採血を伴う出生コホート調査に参加する母親の意識について
山本  緑 千葉大学予防医学センター

1-B2
P-052

エコチル調査におけるインフォームド・アセント１：
参加児に伝えることに対する養育者の意識とその理由

小田  政子 熊本大学大学院生命科学研究部エコチル調査南九州・沖縄ＵＣ

1-B2
P-053

エコチル調査におけるインフォームド・アセント２：
参加児への伝え方に対する養育者の意識とその理由

須田  英子 国立研究開発法人国立環境研究所エコチル調査コアセンター
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1-B2
P-054

経済状況別にみた育児満足感に関わる育児環境要因の検討
～健やか親子21データから～

秋山  有佳 山梨大学大学院総合研究部社会医学講座

1-B2
P-055

祖父母の喫煙は小児炎症性腸疾患のリスクになるか？
内山  浩志 獨協医科大学国際協力支援センター

1-B2
P-056

適性な妊娠間隔の推進に影響を与える社会的文化背景要因：アフガニスタンの例
森田  彩子 東京医科歯科大学大学院

1-B2
P-057

熊本大学におけるエコチル・パイロット調査
６歳詳細調査の実施状況と参加者の反応について

甲斐村  美智子　　熊本大学大学院エコチル調査

1-B2
P-058

３歳児の発熱に関する要因の検討 －山梨県内のエコチル調査のデータから
佐藤  美理 山梨大学大学院総合研究部附属出生コホート研究センター

1-B2
P-059

５歳児健診で発達障害が疑われた児と関連する１歳６か月時の生活習慣
溝呂木  園子 山梨大学大学院総合研究部社会医学講座

10：00 〜 11：00	 座長：竹下  達也（和歌山県立医科大学　医学部　公衆衛生学教室）

1-C2
P-060

日本国民の身体活動状況と社会的要因との関連：NIPPON DATA2010
炭本  佑佳 同志社大学スポーツ健康科学部

1-C2
P-061

総身体活動量・座位時間と血漿メタボロームの関連：鶴岡メタボロームコホート
深井  航太 慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室

1-C2
P-062

一般集団における摂食嚥下障害と睡眠の関連
内藤  真理子 名古屋大・院医・予防医学

1-C2
P-063

ミトコンドリアハプログループDが身体活動量と尿中8OHdG濃度の関連に
及ぼす影響

原  めぐみ 佐賀大学医学部社会医学講座予防医学分野

1-C2
P-064

セミパラメトリック階層混合モデルによる複雑疾患GWASの解析
西野  穣 名古屋大学
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1-C2
P-065

健康アウトカムの違いによる自覚的ストレス及び睡眠の質・
睡眠時間の関連の傾向

若林  諒三 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

1-C2
P-066

生活習慣と女性ホルモン関連がん罹患リスクの関連：
２つのコホート研究のプーリング解析

菅原  由美 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野

1-C2
P-067

ザンビア農村部住民における非感染性疾患のリスク要因の検討：
ミックスドメソッド研究（第I相：質的研究）

立山  由紀子 京都大学大学院医学研究科　社会疫学分野

1-C2
P-068

GISにより評価した自宅近隣のwalkabilityと散歩・早歩き習慣との関連
－愛知職域コホート

李  媛英 藤田保健衛生大学医学部公衆衛生学

1-C2
P-069

東日本大震災後の福島県郡山市における小中学生の体力・運動能力
～４年間の推移～

長野  康平 山梨大学教育学部

1-C2
P-070

医学教育におけるオープンデータの活用
玉井  裕也 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

1-C2
P-071

女性の避妊非利用、妊娠するプレシャーとリプロダクティブ・ヘルスの
自己管理の自信に関する調査

ライヤー  ジョシュア　　医療法人　葵鐘会

11：00 〜 12：00	 座長：黒沢  洋一（鳥取大学　医学部医学科　社会医学講座健康政策医学分野）

1-A3
P-072

A classical validation of the causal relationship between 
microcephaly and Zika virus infection

西浦  博 北海道大学大学院医学研究科社会医学講座

1-A3
P-073

季節性インフルエンザの入院関連因子の検討
大野  幸子 東京大学医学系研究科社会医学専攻臨床疫学・経済学教室

1-A3
P-074

Reduced risk of importing Ebola virus disease because of travel 
restrictions in 2014

大月  詩織 東京大学大学院医学系研究科
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1-A3
P-075

Assessment for the time－dependent variation of the transmissibility of
norovirus infection in Japan

松山  亮太 北海道大学大学院医学研究科

1-A3
P-076

Epidemiology of Ebolavirus Disease（EVD）, Occupational EVD and 
Public Health Preparedness in Africa

Ngatu Roger　　University of Kochi, Kochi; Japan

1-A3
P-077

なぜ非正規雇用労働者の健診未受診率は高いのか？：
平成25年国民生活基礎調査より

安藤  絵美子 東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野

1-A3
P-078

労働力調査による医療従事者数の時系列解析
服部  雄太 総務省統計局労働力人口統計室

1-A3
P-079

肥満および痩身が日常生活動作の低下に与える影響に関する研究
岡本  翔平 慶應義塾大学

1-A3
P-080

診療情報データベースに記録された診断名、処置情報および検査値の妥当性
山名  隼人 東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学

1-A3
P-081

医療機関の積極的情報発信は、新規患者数を増加させる
－ソーシャル・マーケティングによる行動変容－

小山  晃英 京都府立医科大学地域保健医療疫学

1-A3
P-082

東北メディカル・メガバンク事業 －地域住民コホート調査の進捗－
寳澤  篤 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

1-A3
P-083

西日本の離島における骨髄異形成症候群
匹田  さやか 自治医科大学公衆衛生学教室

11：00 〜 12：00	 座長：小嶋  雅代（名古屋市立大学大学院　医学研究科医学教育・社会医学講座　公衆衛生学分野）

1-B3
P-084

成育コホートにおける喘息のリスク因子の直接効果と間接効果の検討
大庭  真梨 東邦大学医学部

1-B3
P-085

日本人女性における妊娠前および妊娠中期の身体活動量と分娩様式との関連：
コホート研究

杉山  将太 東北大学
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1-B3
P-086

Factors influence women to decide delivery place in Malawi
宮下  智之 筑波大学大学院人間総合科学研究科

1-B3
P-087

福島県全県下で実施されているエコチル調査詳細調査より
2歳児の静脈採血実施状況

佐藤  晶子 福島県立医科大学

1-B3
P-088

乳幼児期の養育者支援が子どもの発達に及ぼす影響
田中  笑子 筑波大学

1-B3
P-089

妊娠前の体格別にみた、妊娠中の体重増加と出生体重における妊婦の身長の影響
塚原  怜 山梨大学医学部

1-B3
P-090

妊婦のコチニン値と出生体重との濃度依存的な関係に影響を及ぼす
AHRとXRCC1遺伝子：北海道スタディ

小林  澄貴 北海道大学環境健康科学研究教育センター

1-B3
P-091

子どもの予防接種状況と母親の環境の関連について（エコチル調査より）
川上  ちひろ 横浜市立大学医学部エコチル調査

1-B3
P-092

Prevalence of social inequalities in water insecurity: An observational 
surveys in urban Nepal

相原  洋子 神戸市看護大学

1-B3
P-093

地理的剥奪・ソーシャルキャピタルと主観的健康感の関連－愛知職域コホート
村田  千代栄 国立長寿医療研究センター

1-B3
P-094

三世代コホート調査における調査票結果回付における情報管理について
永家  聖 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

11：00 〜 12：00	 座長：石川  鎮清（自治医科大学　医学教育センター）

1-C3
P-095

未破裂脳動脈瘤と脂質代謝の関連性についての検討（横断的研究）
岡本  隆英 海老名メディカルサポートクリニック

1-C3
P-096

大病院受診への紹介状義務化に対する患者側の要因
西條  泰明 旭川医科大学健康科学講座
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1-C3
P-097

青年期のわずかなBMIの増加は、中年期の高血圧発症リスクを増加させる
染谷  由希 順天堂大学大学院医学研究科スポートロジーセンター

1-C3
P-098

都市部住民におけるロコモティブシンドロームの関連因子：
住民ベースの横断研究から

近藤  亨子 大阪市立大学大学院医学研究科

1-C3
P-099

大規模疫学調査の謝礼授受における電子ギフトの導入と参加者の反応
渡邉  応宏 千葉大学予防医学センター

1-C3
P-100

グルコキナーゼ制御遺伝子多型と血清肝傷害マーカーとの関連
清木  俊雄 名古屋大学大学院医学系研究科予防医学

1-C3
P-101

Pepsinogen判定基準およびI/II比と脂質代謝との関係
島本  武嗣 亀田メディカルセンター幕張

1-C3
P-102

周閉経期女性の尿中エストロゲン濃度と尿中イソフラボン濃度の関連：
女性コホート研究における生体試料測定

井手野  由季 群馬大学未来先端研究機構

1-C3
P-103

多変量解析の不適切利用是正に向けた医学論文サーベイランス
野島  正寛 東京大学医科学研究所TR・治験センター

1-C3
P-104

介入研究に被験者として参加して、疫学担当教員の経験
鷲尾  昌一 聖マリア学院大学

1-C3
P-105

New deprivation index for large scale cancer study with geographical 
heterogeneity

米岡  大輔 東京大学

1-C3
P-106

個別化医療実現のための疾患サブタイプ判別アルゴリズム
松浦  正明 帝京大学大学院公衆衛生学研究科

ポスターセッション（2）　13：00 〜 15：00	 ポスター会場（ヴィクトリア）

13：00 〜 14：00	 座長：山本  精一郎（国立がん研究センター　がん予防・検診研究センター）

2-A1
P-107

レスポンスシフトを考慮したがん患者のQOL評価
松田  彩子 帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座
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2-A1
P-108

乳がん個別予防実用化への試み～リスク予測に対する認知と行動変容に関する
追跡調査

細野  覚代 愛知県がんセンター研究所疫学・予防部

2-A1
P-109

Impact of other causes of death on the mortality of cancer patients：
a study based on registry data

シャルヴァ  アドリアン　　国立がん研究センター、社会と健康研究センター、予防研究部

2-A1
P-110

多因子疾患リスクの情報提供コンテンツ制作プロセスの報告
～科学コミュニケーション的視点から～

渡邉  美貴 愛知県がんセンター研究所　疫学・予防部

2-A1
P-111

尼崎市内大規模旧石綿工場周辺住民における全死因・肺がん・中皮腫の
標準化死亡比（SMR）

査  凌 大阪大学大学院医学系研究科

2-A1
P-112

名古屋市子宮頸がんワクチン接種後調査：全体的概要
細野  晃弘 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

2-A1
P-113

名古屋市子宮頸がんワクチン接種後調査：群別解析からの傾向
鈴木  貞夫 名古屋市立大学大学院医学研究科

2-A1
P-114

母親を介した20歳女性に対する子宮がん検診受診勧奨による娘の受診行動
及び母親の受診意向の変化

八木  麻未 大阪大

2-A1
P-115

血漿25水酸化ビタミンD濃度と前立腺がんとの関連：
多目的コホート研究の成果より

澤田  典絵 国立がん研究センター社会と健康研究センター予防研究グループ

2-A1
P-116

生存時間データにおけるロジスティック回帰モデルを用いたオッズ比の推測
佐藤  健一 広島大学原爆放射線医科学研究所

2-A1
P-117

地域がん登録データを用いた結腸がん原発部位別の生命予後の分析
中川  弘子 愛知県がんセンター疫学予防部

2-A1
P-118

時空間変動を局外ベースラインとした回帰モデルによるがん統計データの分析
冨田  哲治 県立広島大学経営情報学部
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13：00 〜 14：00	 座長：林  朝茂（大阪市立大学大学院　医学研究科　産業医学）

2-B1
P-119

GWAS of renal function traits in a Japanese population－based cohort
－ the J－MICC Study

菱田  朝陽 名古屋大学予防医学

2-B1
P-120

急性心筋梗塞患者に対する短期心臓リハビリテーションの再入院予防効果に
関するコホート研究

金沢  奈津子 国立病院機構本部総合研究センター

2-B1
P-121

喫煙は高齢女性の死亡リスクと脳卒中罹患リスクを上昇させる
ー15,870人女性の前向きコホート研究結果

大澤  正樹 岩手医科大学医学部内科学講座

2-B1
P-122

川崎病における治療抵抗性の予測とCAL発生の予測の乖離に関する研究
北野  尚美 和歌山県立医科大学地域・国際貢献推進本部地域医療支援センター

2-B1
P-123

慢性脳血管障害者における総合的追跡調査
発病10年　麻痺手の感覚・知覚機能の推移

澤  俊二 金城大学医療健康学部

2-B1
P-124

Body mass index and subarachnoid hemorrhage incidence in 
Japanese population: The JMS Cohort Study

川手  菜未 埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科

2-B1
P-125

Analysis of antihypertensive drugs prescription for patients using 
Japanese claims database

石田  貴之 武田薬品工業株式会社

2-B1
P-126

Drug utilization of patients with hyperlipidemia based on claims 
database in Japan

和氣  真由美 武田薬品工業株式会社

2-B1
P-127

男性の婚姻状況・年齢と高尿酸血症の関連
尾関  佳代子 浜松医科大学健康社会医学講座

2-B1
P-128

健常日本人における水分摂取意識と摂取飲料の違い
西川  智文 京都光華女子大学健康科学部
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2-B1
P-129

婚姻状況の変化と脳卒中発症リスクとの関連：JPHC Study
本庄  かおり 大阪大学薬学研究科

2-B1
P-130

BMI低値と末梢動脈疾患との関連
永吉  真子 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

13：00 〜 14：00	 座長：栗山  進一（東北大学　災害科学国際研究所　災害公衆衛生学分野）

2-C1
P-131

うつ病患者に見られる4つの症状に対する一般市民の受診意図の比較検討
須賀  万智 東京慈恵会医科大学環境保健医学講座

2-C1
P-132

精神ストレスと睡眠の関連におけるストレス防御因子
（社会的支援・対処行動）の影響：J－MICC study SAGA

島ノ江  千里 佐賀大学医学部社会医学講座予防医学分野

2-C1
P-133

就業状況と精神ストレスの生活習慣要因に対する交互作用の検討：
J－MICC Study 静岡・桜ヶ丘地区

遠藤  香 静岡県立大学食品栄養科学部公衆衛生学研究室

2-C1
P-134

小児期に受けた逆境的体験とその子供への精神的影響：
虐待の世代間連鎖について

市川  佳世子 厚生労働省社会・援護局　保護課

2-C1
P-135

MMSE得点の加齢変化パターンと関連要因に関する縦断研究
谷口  優 東京都健康長寿医療センター研究所

2-C1
P-136

東日本大震災後のメンタルヘルスの内陸－沿岸較差：
東北メディカル・メガバンク事業

成田  暁 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

2-C1
P-137

アロマハンドマッサージによる認知機能への効果：無作為化比較試験
江口  依里 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科公衆衛生学

2-C1
P-138

東日本大震災による被災状況が被災地勤労者の精神健康度に及ぼす長期的影響
田鎖  愛理 岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座

2-C1
P-139

地域在住高年者の緑茶、コーヒー、紅茶摂取頻度と認知機能との関連
白井  禎朗 国立長寿医療研究センター
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2-C1
P-140

東日本大震災後被災後の新たな飲酒開始と心理的・社会経済的背景
およびソーシャルネットワークとの関連

大類  真嗣 福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座

2-C1
P-141

地域在住中高年者のエイコサペンタエン酸・ドコサヘキサエン酸摂取と
抑うつリスク低下との関連

堀川  千賀 サントリーウエルネス株式会社

2-C1
P-142

上司が放任主義でも、レジリエンスと同僚のサポートがあれば仕事に対する
モチベーションは高まるのか

津野  香奈美 和歌山県立医科大学医学部衛生学教室

14：00 〜 15：00	 座長：笹月  静（国立がん研究センター がん予防・検診研究センター　予防研究部）

2-A2
P-143

東北地方のがん診療連携拠点病院等におけるがん登録の実務継続性の課題
金村  政輝 宮城県立がんセンター研究所

2-A2
P-144

原爆被爆者における子宮がん罹患の放射線リスク
歌田  真依 放射線影響研究所疫学部

2-A2
P-145

Solid cancer incidence among the Life Span Study of atomic bomb 
survivors: 1958－2009

グラント  エリック　　放射線影響研究所

2-A2
P-146

原爆被爆者における結腸がん罹患の放射線リスク（1958－2009年）
杉山  裕美 放射線影響研究所

2-A2
P-147

重症精神障害相当の心理的苦痛とがん検診受診行動との関連の検討
－国民生活基礎調査匿名データの解析

藤原  雅樹 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科精神神経病態学

2-A2
P-148

野菜・果物摂取と全がん罹患率との関係：
日本人における大規模コホートのプール解析

高地  リベカ 奈良女子大学研究院生活環境科学系

2-A2
P-149

原爆被爆者における放射線被曝と肝がんのリスク
定金  敦子 放射線影響研究所疫学部
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2-A2
P-150

Risk factors of cervix cancer, endometrial cancer and ovarian cancer 
in Japanese female

劉  栄 大阪大学大学院医学系研究科環境医学教室

2-A2
P-151

手指の長さの比と乳がん・前立腺がんリスクの関連
川合  紗世 名古屋大学大学院医学系研究科・予防医学

2-A2
P-152

東日本大震災後の内陸部と沿岸部の胃がんリスク比較
土屋  菜歩 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

2-A2
P-153

Smoking status is a strong predictor of cervical cancer screening 
attendance in Japanese Women

ハンリー  シャロン　　北海道大学大学院医学研究科総合女性医療システム学講座

2-A2
P-154

がん長期生存者の喫煙率の変化
尾瀬  功 愛知県がんセンター研究所

2-A2
P-155

原爆被爆者における口腔がん及び咽頭がんの放射線、喫煙、飲酒リスク
坂田  律 放射線影響研究所

14：00 〜 15：00	 座長：佐藤  眞一（千葉県衛生研究所）

2-B2
P-156

全身持久力および高血圧家族歴と高血圧罹患の関係：
日本人男性労働者を対象にした長期コホート研究

丸藤  祐子 国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所

2-B2
P-157

尿中8－ヒドロキシ－2'－デオキシグアノシン排泄量と循環器疾患発症との関連
（CIRCS）

長尾  匡則 獨協医科大学医学部公衆衛生学講座

2-B2
P-158

高血圧通院者における自覚症状、自覚的健康観、健診受診の特性：
平成22年国民生活基礎調査匿名データ

月野木  ルミ 大阪医科大学

2-B2
P-159

長期的な全身持久力の基準値の達成と高血圧発症リスクとの関連：
コホート研究

門間  陽樹 東北大学大学院　医工学研究科
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2-B2
P-160

職域健診データにおけるCardio－ankle vascular index（CAVI）を指標とした
動脈硬化リスクファクターの検討

桑原  和代 慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室

2-B2
P-161

小学生とその保護者に対する脳卒中啓発介入授業の効果の検討
加藤  寿寿華 慶應大学衛生学・公衆衛生学教室

2-B2
P-162

両親の生活習慣と児童のメディア時間との関連：
文部科学省スーパー食育スクール事業の追加調査から

山田  正明 富山大学医学部

2-B2
P-163

中学生の喫煙に関連する父母の喫煙
水田  明子 浜松医科大学地域看護学講座

2-B2
P-164

中学生親子のライフスタイル現状調査と改善プログラム評価の
研究プロトコル策定

渡邉  純子 南九州大学健康栄養学部

14：00 〜 15：00	 座長：後藤  あや（福島県立医科大学　医学部　公衆衛生学講座）

2-C2
P-165

Prevalence and control strategy of Non－communicable diseases in 
China

Wang Peiyu Peking University, School of Public Health

2-C2
P-166

Respiratory function relates with chronic malnutrition trajectory:
birth cohort study in Bangladesh

Ferdous Farzana　　Clinical Trial and Clinical Epidemiology, University of Tsukuba, Japan

2-C2
P-167

Sustainable model of research capacity building among health care 
professionals in Vietnam

後藤  あや 福島県立医科大学

2-C2
P-168

Hospitals with a written breastfeeding policy and successful 
breastfeeding: a systematic review

Abe Sarah Department of Global Health Policy, The University of Tokyo, Tokyo, Japan

2-C2
P-169

簡単な質問項目でわかる生活背景とアトピー性皮膚炎の子どもを育てる
親のストレスとの関連

山口  知香枝 名古屋市立大学看護学部
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2-C2
P-170

東日本大震災における石巻市応急仮設住宅住民を対象とした気管支喘息発症に
関する3年間の追跡調査

押方  智也子 国立病院機構埼玉病院呼吸器内科

2-C2
P-171

住民健診受診者における認知機能検査と血清microRNA値との関連
近藤  真里 藤田保健衛生大学大学院保健学研究科

2-C2
P-172

地域在住高齢者における教育歴と認知機能との関連：藤原京スタディ
岡本  希 奈良県立医科大学疫学・予防医学教室

2-C2
P-173

高齢期における近隣凝集性と抑うつの縦断的関連：鳩山コホート研究
村山  洋史 東京大学高齢社会総合研究機構

2-C2
P-174

仮設住宅居住者における東日本大震災後３年間の精神疾患の罹患、
回復および関連要因

川上  憲人 東京大学大学院医学系研究科

ポスターセッション（3）　15：00 〜 17：00	 ポスター会場（ヴィクトリア）

15：00 〜 16：00	 座長：藤原  佳典（東京都健康長寿医療センター研究所）

3-A1
P-175

高齢者が受ける身体的虐待と幼少期の逆境体験の関連
古賀  千絵 千葉大学大学院

3-A1
P-176

地域高齢者の健康余命とフレイル、メタボリックシンドロームとの関連
－草津町研究－

北村  明彦 東京都健康長寿医療センター研究所

3-A1
P-177

地域在住自立高齢者における体力健診とその後の介護予防プログラムへの
自発的参加者の特徴

山口  美輪 医薬基盤・健康・栄養研究所

3-A1
P-178

双極割引は健康行動にどのように影響するか－東日本大震災被災者の
フィールド実験に基づいたエビデンス－

芦田  登代 東京大学

3-A1
P-179

地域高齢者のBMIと健康余命および余命との関連における性差－草津町研究－
新開  省二 東京都健康長寿医療センター研究所
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3-A1
P-180

高齢者では生活機能と特定健診項目のどちらが健康寿命喪失のリスクか：
JAGESコホート研究

岡部  大地 千葉大学医学薬学府医学研究院

3-A1
P-181

地理的加重回帰分析による高齢者うつ要因の地域差の解明
菖蒲川  由郷 新潟大学大学院医歯学総合研究科国際保健学分野

3-A1
P-182

地域診断指標の研究：「通いの場」の箇所数・社会参加割合と要支援・
介護認定率の関連

宮國  康弘 千葉大学予防医学センター

3-A1
P-183

地域高齢者における社会参加と認知機能との関連
冨岡  公子 奈良県立医科大学県民健康増進支援センター

3-A1
P-184

地理情報システムを活用した救急搬送データに基づく現着時間の推定に関する
研究

濱野  強 京都産業大学共通教育推進機構

3-A1
P-185

都市部在住高齢者における近所づきあいと身体活動量との関連：
個人および地域レベルでの検討

清野  諭 東京都健康長寿医療センター研究所

3-A1
P-186

高齢期の運動の行動変容ステージモデルと健康の社会的決定要因の関係
 JAGES横断研究

亀田  義人 千葉大学予防医学センター

15：00 〜 16：00	 座長：中村  美詠子（浜松医科大学　健康社会医学講座）

3-B1
P-187

三大栄養素摂取量と社会経済学的要因との関連：NIPPON DATA2010
櫻井  勝 金沢医科大学

3-B1
P-188

一般住民女性の血清25ヒドロキシビタミンD濃度と食品摂取頻度との関連
尾崎  悦子 京都府立医科大学地域保健医療疫学

3-B1
P-189

Relationship between Breakfast Skipping and Depressive Symptoms 
among Elderly

田井  義彬 奈良県立医科大学　総合医療学講座
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3-B1
P-190

健康診断で発見された20－40歳のるい痩患者の臨床像
（JMDCデータベースを用いた研究）

道端  伸明 東京大学ヘルスサービスリサーチ講座

3-B1
P-191

国民健康・栄養調査から推定した１日のエネルギー摂取分布と
糖尿病発症リスクに関する横断研究

須賀  ひとみ 国立健康・栄養研究所

3-B1
P-192

ストレスが栄養摂取にもたらす影響　－Saku Cohort Study－
安川  潤 甲子園大学栄養学部

3-B1
P-193

血清中のフェリチン濃度とアディポカインとの関連
木村  安美 中村学園大学栄養科学部

3-B1
P-194

社会的要因と食品摂取の多様性に関する検討：NIPPON DATA 2010
大塚  礼 国立長寿医療研究センター

3-B1
P-195

大豆製品摂取と乳がんリスクとの関連：
コホート研究（JACC Study）による検討

高木  咲穂子 名古屋大学大学院 医学系研究科 予防医学

3-B1
P-196

日本食パターンは栄養バランスの良好さと相関するか：鶴ヶ谷プロジェクト
遠又  靖丈 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野

3-B1
P-197

炭水化物摂取量と脂質異常症の関連：J－MICC Study 静岡・大幸地区
篠壁  多恵 名古屋大学大学院医学系研究科予防医学

3-B1
P-198

日本人高齢女性における高たんぱく質摂取量かつ食事由来全抗酸化能と
虚弱の関連

児林  聡美 東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野

15：00 〜 16：00	 座長：堤  明純（北里大学　医学部）

3-C1
P-199

特定検診におけるリウマチ検診の試み
玉井  慎美 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科先進予防医学講座リウマチ膠原病内科

3-C1
P-200

日本人一般住民における学歴・経済状態と歯の本数の関連：
NIPPON DATA2010

村上  慶子 帝京大学
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3-C1
P-201

Helicobacter pylori菌の口腔内感染巣に関する検討
岩井  浩明 京都府立医科大学大学院医学研究科歯科口腔科学

3-C1
P-202

モンゴル国の思春期児童における不正咬合と口腔関連QoLとの関連について
荒木  美祐 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面矯正学分野

3-C1
P-203

門脈血行異常症の全国疫学調査
大藤  さとこ 大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学

3-C1
P-204

大規模地域コホートにおける腎機能低下と血漿メタボロームの関連：
鶴岡メタボロームコホート

原田  成 慶應義塾大学医学部　衛生学公衆衛生学教室

3-C1
P-205

サーベイランスデータに基づくわが国のプリオン病の疫学（1999－2016）
阿江  竜介 自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学部門

3-C1
P-206

壮年期における咬合力と握力および下肢筋力との関連についての検討
松井  大輔 京都府立医科大学大学院　医学研究科　地域保健医療疫学

3-C1
P-207

東京都杉並区傘寿者における現在歯数と所得との関連
安藤  雄一 国立保健医療科学院

3-C1
P-208

思春期の口腔内細菌の相対量に関連する因子の検討
岡安  こずえ 山梨大学大学院総合教育部

16：00 〜 17：00	 座長：近藤  克則（千葉大学　予防医学センター　環境健康学研究部門）

3-A2
P-209

地域在住高齢者のソーシャル・キャピタルと主観的健康感
－ KAGUYAプロジェクトベースライン調査

文  鐘聲 畿央大学健康科学部

3-A2
P-210

要介護期間が短い高齢者の特徴 －13年間の縦断研究 JAGES Project
平井  寛 山梨大学

3-A2
P-211

摂食嚥下障害患者の在宅療養移行支援に向けたケアとその効果
楳田  恵子 医療法人徳洲会大垣徳洲会病院

3-A2
P-212

地域活動参加と要介護発生リスクとの関連に関するコホート研究
大塚  達以 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学専攻情報健康医学講座公衆衛生学分野
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3-A2
P-213

介護職者の離職防止を目的とした職務継続要因の解明に関する検討
岡本  和士 愛知県立大学看護学部

3-A2
P-214

地域在住高齢者における接骨院、鍼灸院、カイロプラクティック・整体・
マッサージの利用状況と関連する要因

柴田  陽介 浜松医科大学健康社会医学講座

3-A2
P-215

ペット飼育の有無が高齢者の要介護認定に及ぼす影響の検討
小村  慶和 山梨大学医学部医学科特進コース

3-A2
P-216

介護予防に有効な地域資源は、“隣の隣”の小学校区まで
高木  大資 東京大学大学院医学系研究科

3-A2
P-217

高齢者における閉じこもりと要介護状態の変化パターンとの関連：
JAGESコホート研究

齋藤  順子 東京大学大学院　医学系研究科

3-A2
P-218

地域在住高齢者におけるアポリポ蛋白E遺伝子型と加齢に伴う身体機能の変化
桜井  良太 早稲田大学スポーツ科学学術院

3-A2
P-219

フレイル外来受診者における抑うつ度と社会的側面の関連
飯塚  あい 東京都健康長寿医療センター研究所

16：00 〜 17：00	 座長：谷川　武（順天堂大学　医学部　公衆衛生学教室）

3-B2
P-220

家庭調味モニタリングの介入研究ベースラインにおける地域別基本特性の
検討（１）ナトリウム・高塩分食品摂取

三浦  咲 相模女子大学栄養科学部

3-B2
P-221

家庭調味モニタリングの介入研究ベースラインにおける地域別基本特性の
検討（２）食習慣・食嗜好

中舘  美佐子 相模女子大学大学院　栄養科学研究科

3-B2
P-222

歯数と食品群、栄養素摂取量の横断的関連：NIPPON DATA 2010
中村  美詠子 浜松医科大学健康社会医学

3-B2
P-223

幼児教育学系女子学生を対象とした理想の体型像に関する食生活習慣と
幼児期の母子関係との関連について

池田  若葉 三重大学医学部附属病院疫学センター
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3-B2
P-224

スポット尿による食塩摂取量推定式の精度向上を目的としたNa/Cr比と
尿回数を用いた補正の検討

上島  寛之 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

3-B2
P-225

妊娠中期における労働と食生活の関連について
阿部  惠理 大妻女子大学大学院

16：00 〜 17：00	 座長：藤原  武男（国立成育医療研究センター研究所）

3-C2
P-226

口腔内湿潤度が肺炎発症に及ぼす影響
須磨  紫乃 九州大学大学院歯学研究院口腔予防医学分野

3-C2
P-227

生活習慣病を有しない対象者における推算糸球体ろ過量と
蛋白尿の組み合わせと血圧との関連

川島  正敏 東海旅客鉄道株式会社健康管理センター東京健康管理室

3-C2
P-228

正規雇用者と非正規雇用者における口腔健康状態の比較：横断研究
山崎  亨 三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野

3-C2
P-229

高齢者における受動喫煙と残存歯数の関係：JAGES横断研究
梅森  幸 東京医科歯科大学歯学部附属病院歯科総合診療部

3-C2
P-230

経口避妊薬内服と特発性大腿骨頭壊死症の関連：多施設共同症例・対照研究
福島  若葉 大阪市立大学大学院医学研究科　公衆衛生学

3-C2
P-231

一般地域男性住民における高い睡眠呼吸障害有所見率とその要因
－SESSA研究－

高嶋  直敬 滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学

3-C2
P-232

Relationship between leaving children home alone and child mental 
health: A－CHILD study

土井  理美 東京医科歯科大学医歯学総合研究科国際健康推進医学分野

3-C2
P-233

憩いのサロン参加と手段的日常生活活動との関連：
愛知県武豊町におけるコホート分析

林  尊弘 名古屋大学未来社会創造機構

3-C2
P-234

残薬問題に関する医療機関の寄与について　－STADY project－
水谷  隆史 ダイナミクス研究会
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3-C2
P-235

就学前後の子どものインフォームド・アセントに関する研究
石山  ゐづ美 常葉大学保育学部

3-C2
P-236

ヨルダンにおける村落保健センタープロジェクトのインパクト評価：
ベースライン調査結果

駒澤  牧子 順天堂大学医学部
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